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第 2部 業務結果 

 

第1章 自然環境再生モデル事業の検討 

1. 再生の取組の推進 

1.1 実施計画の作成支援 

1.1.1 実施計画段階調査 

1.1.1.1 河川地形 
 数値シミュレーションを行うための基礎資料とするために河川地形測量を行った。 

 

(1) 調査概要 

河口～砂防施設<最下流側>区間を対象に 200ｍの間隔で横断測量を実施するとともに、

事業区域候補地周辺においては 20ｍ間隔で横断測量を行った。 

 
表 1.1.1.1-1 調査概要 

項目 概要 実施日 

横断 
測量 

河川の形状把握、事業区域の候

補地における詳細な状況把握

のための測量を実施し、水理計

算の基礎データとした。 

現地踏査：平成 28年 6月 27 日、平成 28年 7月 6日

中心線測量：平成 28 年 7月 19～20 日 

横断測量：平成 28年 7月 21～27 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.1.1-1 調査実施状況 

 

 

(2) 調査位置 

調査位置を図 1.1.1.1-2 に示す。No.0 から No.12 までの 13断面では、概ね 200ｍ間隔で

横断測量を実施した。また、No.6 から No.7（事業区域の候補地）では、20ｍ間隔で横断測

量を行った(No.6-1～9)。 
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図 1.1.1.1-2 測量実施位置図 

 

 

(3) 調査結果 

河川横断図の結果を図 1.1.1.1-3(1)～(3)に示す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.1.1.1-3(1)  河川横断図（No.0～No.3） 
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図 1.1.1.1-3(2)  河川横断図（No.4～No.12） 
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図 1.1.1.1-3(3)  河川横断図（事業区域の候補地<No.6-1～9>） 
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1.1.1.2 河川景観 
(1) 調査目的 

河川景観は、自然環境再生前後に

いて視覚的に把握できる。そのため

観を記録した。 

 

(2) 調査方法 

景観調査は、実施計画予定地の周

干潮時を主体として実施した。理由

川環境が単調であるという特徴があ

徴が把握できる干潮時において調査

 

(3) 調査位置 

河川景観撮影地点を下図に示す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)図中の数値は撮影地点番号、→

図1

 

(4) 調査日 

平成28年8月18～19日 

 

(5) 調査結果 

撮影した河川環境の写真と概況を

 

 

  

① 

④ 

③ 

における景観を比較することで、自然環境再生後の

め、実施計画段階において、今後の基礎資料に資す

周辺において写真撮影 (WG-30, RICOH社製) を行

由として、当該河川下流では干潮時に水深のある淵

あり、この点について改善を行う予定である。その

査を実施することとした。 

。 

→ は撮影方向を示す。 

.1.1.2-1 河川景観撮影地点図 

を以下に整理した。 

② 
⑤ 

⑥ 

の環境遷移につ

するため河川景

行った。調査は、

淵が少なく、河

のため、その特
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写真撮影地点①：実施計画地を上流側から撮影。実施計画地の全景を確認できる。左岸側は護岸が整備されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真撮影地点②：実施計画地を下側から撮影。実施計画地の全景を確認できる。右岸側はイボタクサギやススキ等の草

本類が繁茂している。 
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写真撮影地点③：ワンド予定地を上流側から撮影。右岸側はススキ等が河岸に繁茂。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真撮影地点④：ワンド予定地を撮影。河岸脇はススキ等の草本類が繁茂し、後背地に樹木が生育している。
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写真撮影地点⑤：左岸側を下流から撮影。砂礫泥が堆積し、干潮時には干上がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真撮影地点⑥：左岸側の下流付近。外来種のモクマオウが河岸に生育している。 
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その他写真①：撮影地点④付近の河床。土砂が堆積し、石の多くは沈み石となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他写真②：実施計画地を道路から正面に望む。草本や樹木により実施計画地は見えない。 
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1.1.1.3 水位観測 
1.1.1.3.1 データロガーによる水位

(1) 調査目的 

慶佐次川の自然環境再生において

その実施については、河川の安全性

ら水位観測を行い、自然環境再生後

のデータ取得を目的に実施する。

 

(2) 調査方法 

調査は、無線通信型水位計測デー

毎に水位変動を観測した。なお、使

水位計は、平成28年7月12日に

 

(3) 調査地点 

調査地点は下図に示す2地点で行

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1

位観測 

ては、河川内においてワンド創出等の地形の一部

性 (治水) について考慮する必要がある。そのため

後において水位の増加等の異常が生じていないかを

ータロガー (HOBO MX2001-04-TI, Onset 社製) を

使用した水位計の精度は±0.3cmである。 

に設置し、月1回の頻度で維持管理を行った。 

行った。 

.1.1.3.1-1 水位計設置地点図 

凡 例（調査地

河 川 

慶佐次川

水位計設

(2地点

St.1(上流) 

St.2(実施計画予定

部改変が行われ、

め、計画段階か

を確認するため

を用いて、20 分

地点位置） 

次川流域 

計設置地点 

点) 

定地) 
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(4) 調査日 

平成28年7月12日～平成29年2月28日 (連続観測) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1.1.3.1-2 調査実施状況  

平成28年7月19日 平成28年7月27日

平成28年8月25日 平成28年9月14日

平成28年7月12日 平成28年7月12日

平成28年7月12日 平成28年7月12日
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図1.1.1.3.1-3 調査実施状況 

 

(5)  調査結果 

慶佐次川における水位調査結果を図1.1.1.3.1-4～図1.1.1.3.1-5に示した。 

St.1の日最高水位の変動をみると、0.063～1.641mの範囲で変動しており、最高水位である1.641m

は8月8日(降水量47.5mm/日) に記録していた。これらの水位観測結果については、水制工等の施工

前シミュレーションに使用した。 

St.2は感潮域であるため、その水位は潮の干満の影響を受けており、満潮時は水位が上昇する。そ

のため、満潮による水位上昇の影響を排除するため、日最低水位をグラフ化した。それによると、St.2

の水位は0.114～0.242mの範囲で変動しており、水制工設置 (平成28年12月24日) 前後において、

水位の増加は確認されなかった。 

 

 

 

(平成28年10月17日)

(平成29年2月●日)

平成28年9月20日

(平成28年11月14日) (平成28年12月14日)

(平成29年1月27日) (平成29年2月3日)
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図1.1.1.3.1-4 水位変動状況 (St.1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1.1.3.1-5 水位変動状況 (St.2) 
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1.1.1.3.2 自動撮影による水位観測 

(1) 調査目的 

水位観測において水位の増加等が確認された場合の状況確認を行うために、インターバルカメラ

による自動撮影を行った。 

 

(2) 調査方法 

日の出～日没の時間帯(6:00～19:00)において、インターバルカメラ 2 台（予備カメラ 1 台）に

よりワンドの水位状況を撮影した(10分間隔)。インターバルカメラの設置状況を図1.1.3.2-1に示

す。 

図1.1.3.2-1 インターバルカメラの設置状況 

 

(3) 調査地点 

  インターバルカメラの設置位置を図1.1.3.2-2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.1.3.2-1

インターバルカメ

ラの設置位置 

設置位置 

ワンド方向に向けて

設置している。 

インターバルカメラ インターバルカメラ 
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(4) 調査日 

 カメラの設置は平成28年9月7日に行い、翌日から撮影を開始している。ここでは、平成28年9

月8日から平成29年1月31日までのデータについて整理を行った。 

 

(5) 調査結果 

水位計による観測では、水位は0.114～0.242mの範囲で変動しており(日最低水位)、ワンド、水制

工整備前後において、水位の増加は確認されていない。大潮の満潮時に水位が高い状況が確認される

ものの、インターバルカメラにおいてもワンド内の水位に異常は確認されてない。一方、カヌーでの

ワンド利用が確認されている。これらの状況を表1.1.3.2-1に示した。 

 

表1.1.3.2-1(1) インターバルカメラでの撮影結果 

平成29年1月4日 

12：30 

 

備考 

・カヌーによるワンドの利用

が確認される。 

 

平成29年1月5日 

10：50 

 

備考 

・カヌーによるワンドの利用

が確認される。 

 

平成29年1月12日 

17：40 

大潮、満潮時 

備考 

・水位が高い状況が確認され

る。 
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表1.1.3.2-1(2) インターバルカメラでの撮影結果 

平成29年1月26日 

16：20 

 

備考 

・カヌー利用 

平成29年1月29日 

7：40 

大潮、満潮時 

備考 

・水位が高い状況が確認され

る。 
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1.1.1.4 流速 
 流量を把握する目的で水位計設置箇所における流速の観測を行った。 

 

(1) 調査概要 

水位観測を実施している地点(上流側 1地点)において、平常時及び降雨時(増水時)の流速観

測を行った。 

 
表 1.1.1.4-1 調査概要 

項目 概要 実施日 

流速 
観測 

調査は「建設省河川砂防技術基準(案)同

解説書」に従い行った。河川に浮子を流し、

一定区間(20mもしくは 50m)を流れる時間

から流速を求めた。求めた流速は、別途

観測を行っている水位の観測結果と併せ

て、流量の算定に用いた。 

詳細な観測の条件は以下の通りとし

た。 

●地点：1地点 

●観測層：表層 

●流速測線(3測線：右岸・流心・左岸)

●気象条件(平常 1回、降雨時 3回) 

平常時：平成28年 7月 22日 

降雨時(1回目)：平成 28年 9月 6日 

降雨時(2回目)：平成 28年 9月 7日 

降雨時(3回目)：平成 28年 9月 8日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.1.4-1 調査実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮子
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(2) 調査位置 

調査位置を次項の図 1.1.1.4-2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.1.4-2 流速観測位置図 

 

 

  

調査位置 

調査位置の状況 
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(3) 調査結果 

 調査実施日の東村における降雨状況を図 1.1.1.4-3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.1.4-3 降水量（アメダス観測地点：沖縄県東） 

（上段：平成 28年 7月、下段：平成 28年 9月） 

参照) http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php?prec_no=91&block_no=1374&year= 
2016&month=09&day=&view=g_pre 

 

平常時として調査を実施 

→前 3日間程度、降雨はみら

れていない。 

降雨時として調査を実施 

→比較的まとまった降雨があった。 
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 流速の観測結果を表 1.1.1.4-2(1)～(6)に示す。3回浮子を流して流速を観測し、その平

均を調査日における流速とした。平成 28 年 9 月 8 日については、1 日で増水のピーク前、

ピーク時、ピーク後の 3回観測を行っており、それぞれで平均流速を求めた。 

 

 

表 1.1.1.4-2(1) 流速観測結果 

調査日 平成28年 7月 22日(10:43～10:53) 

天候 晴れ 

番

号 
流下時間 流下距離 流速 平均流速 備考 

1 167 秒 

20ｍ 

0.12m/秒 

0.11m/秒 

－ 

2 198 秒 0.10m/秒 － 

3 175 秒 0.11m/秒 － 

 

調査時の状況 

 

表 1.1.1.4-2(2) 流速観測結果 

調査日 平成28年 9月 6日(17:06～17:20) 

天候 雨 

番

号 
流下時間 流下距離 流速 平均流速 備考 

1 125 秒 

20ｍ 

0.16m/秒 

0.16m/秒 

－ 

2 112 秒 0.18m/秒 － 

3 143 秒 0.14m/秒 － 

  
調査時の状況 
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表 1.1.1.4-2(3) 流速観測結果 

調査日 平成28年 9月 7日(6:01～6:15) 

天候 雨 

番

号 
流下時間 流下距離 流速 平均流速 備考 

1 65秒 

50ｍ 

0.77m/秒 

0.76m/秒 

－ 

2 67秒 0.75m/秒 － 

3 67秒 0.75m/秒 － 

  
調査時の状況 

 

 

表 1.1.1.4-2(4) 流速観測結果 

調査日 平成28年 9月 8日(10:54～11:01)－ピーク前 

天候 雨 

番

号 
流下時間 流下距離 流速 平均流速 備考 

1 90秒 

50ｍ 

0.56m/秒 

0.66m/秒 

－ 

2 73秒 0.68m/秒 － 

3 68秒 0.74m/秒 － 

  
調査時の状況 

 

  

2-21



表 1.1.1.4-2(5) 流速観測結果 

調査日 平成28年 9月 8日(12:04～12:10)－ピーク時 

天候 雨 

番

号 
流下時間 流下距離 流速 平均流速 備考 

1 28秒 

50ｍ 

1.79m/秒 

1.87m/秒 

－ 

2 26秒 1.92m/秒 － 

3 26秒 1.92m/秒 － 

  

調査時の状況 

 

表 1.1.1.4-2(6) 流速観測結果 

調査日 平成28年 9月 8日(12:04～12:10)－ピーク後 

天候 雨 

番

号 
流下時間 流下距離 流速 平均流速 備考 

1 46秒 

50ｍ 

1.09m/秒 

1.03m/秒 

－ 

2 47秒 1.06m/秒 － 

3 53秒 0.94m/秒 － 

  
調査時の状況 
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1.1.1.5 赤土等懸濁物質含量 
(1) 調査目的 

慶佐次川では、流域の耕作地等からの赤土等の流入による影響が確認されている。そのため、自

然環境再生箇所において、実施計画段階における河床の赤土等懸濁物質含有量(SPRS)を調査し、今

後のモニタリング調査の基礎資料とすることを目的に実施した。 

 

(2) 調査方法 

SPRSは事業区域の1地点において実施した。試料は、現地においてスコップで底質を採取しタッ

パー等の容器に入れ、実験室内へ運搬した。分析は、底質中懸濁物質含量簡易測定法に基づき分析

を行った。 

 

(3) 調査地点 

調査地点は事業区域の1地点で行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1.1.5-1 赤土等懸濁物質含有量(SPRS)調査地点図 

 

St.1 

凡 例（調査地点位置） 

河 川 

慶佐次川流域 

調査地点 

(1地点) 
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(4) 調査日 

平成28年8月25日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1.1.5-2 調査実施状況 

 

(5) 調査結果 

調査の結果、事業実施区域における赤土等懸濁物質含量 (SPRS) では53.8kg/m3であり、この値

は赤土等堆積状況について沖縄県が示すランクによる評価 (表1.1.1.5-2) では、ランクⅢに該当

している。 

調査地の河床には、目視で確認できる程度に赤土等が堆積しており、流域からの人為的な赤土等

の流出による汚染が生じていた。また、河道内の石は、赤土等の土砂により沈み石となっており、

生物の生息環境としては乏しい状況であった (図1.1.1.5-3) 。 

 
表1.1.1.5-2 参考:河川における赤土等堆積状況のランク 

 
ランク 

懸濁物質含有量

( kg/m3 ) 
底質状況その他参考事項 

河

川 

Ⅰ 10以下 底質を掘り起こすと茶色っぽく濁る程度。赤土等の堆積は見られない。 

河床に砂分が少なければ赤土等の流入はあまりない。 

Ⅱ 10～30程度 赤土等の堆積はほとんど見られない。底質を掘り起こすと河川水が赤土等

で濁るのがわかる。若干赤土等が流入している可能性がある。 

Ⅲ 30～100程度 河川表面にうっすらと赤土等の堆積が見られる。歩くと河川水が濁る。 

底質を掘り起こすと河川が赤土等でかなり濁る。 

Ⅳ 100以上 河床表面に赤土等を堆積。足が沈み込む。上流域に大規模な流出源がある。

あるいはあった。 

資料:沖縄県文化環境部環境保全課 (2009).赤土等流出防止対策ハンドブック.p93 

 

2-24



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1.1.5-3 現地状況 : 調査地の河床状況:土砂により石は沈み石が多い。 
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1.1.1.6 水生動物の生息状況 
(1) 調査目的 

水生動物調査は、事業による効果(ボラ類・テナガエビ類等の生物量の回復)を検討するため、実

施計画段階における調査を行った。今後は、本調査結果と次年度以降のモニタリング調査結果を比

較し、事業による効果について考察する予定である。 

 
(2) 調査方法 

任意調査は、水路内にて目視観察を行うほか、タモ網や投網等によって捕獲した魚類と底生動物

を記録した。記録に際しては、現地同定を基本とし、確認後は速やかに放流した。調査は、最干潮

時間の前後に行った。 

トラップ調査は、水路内において、表1.1.1.6-1に示すカゴ網を用いて魚類を捕獲し、確認した

種を記録した。トラップの設置は、一昼夜を基本に行い、夕方迄に設置して翌日朝に回収した。記

録に際しては、現地同定を基本とし、確認後は速やかに放流した。なお、事業区域については、水

深が浅いため、刺網等の中型～大型のトラップは設置していない。 

 

表1.1.1.6-1 調査器具の一覧 

採集器具 器具の規格等 

タモ網 

ハゼ類等の底生魚や岸際の植生の中に潜む遊泳魚等を捕獲した。 

目合1-2mm、径35cm程度のタモ網を用いた。 

 

主な捕獲対象：小型魚類、小型甲殻類など 

投網 

魚類全般を捕獲する目的で、比較的水深の浅い箇所で用いた。

目合26節の投網を用いた。 

 

主な捕獲対象：魚類 

カゴ網 

カニカゴは、中にサンマなどのエサを入れて設置し、甲殻

類を捕獲した。 

 

主な捕獲対象：甲殻類 

 

(3) 調査位置 

魚類調査は、図1.1.1.6-2に示す事業区域で実施した。また、トラップ設置場所については、図

1.1.1.6-3に示した。 
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(4) 調査日 

平成28年8月18～19日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1.1.6-1 調査実施状況 
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図

津波山 

有銘川 

渓流取水施設

図1.1.1.6-2 魚類調査地点図 

1.1.1.6-3 トラップ設置地点 

慶

佐

次

川

設

砂防施設

凡 例（調査地点位置

：水生動物調査地

河 川 

慶佐次川流域

マングローブ

凡例 
   トラップ

置） 

地点 

域 

ブ林 

プ調査地点 
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(5) 調査結果 

 1) 魚類の出現種 

事業区域における調査の結果、魚類21種が確認された (表1.1.1.6-2)。分類別の出現種数をみ

ると、ハゼ科の出現種が9種と多く出現種の約43％を占めていた。 

当該地点は、最も水深が深い場所でも約30cm程度と浅いため、河川内にボラ類の小型個体が群

泳しているのを確認したが、上流側へ移動している群れが多く、ワンド創出地点付近に留まってい

る遊泳魚はいなかった。確認個体数が最も多いミツボシゴマハゼについては、支川の小水路内と本

川の合流部で確認しており、本川ではほとんど確認されなかった。 

重要種については、瀬の砂礫中からミナミヒメミミズハゼが確認された。 

 

表1.1.1.6-2 出現種一覧(魚類) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (ボラ類:調査地点を上流側に向かい群泳)        (ミツボシゴマハゼ:支川の流れの緩やかな場所で群泳) 

 

 2) 底生動物の出現種 

事業区域における調査の結果、底生動物34種が確認された (表1.1.1.6-3) 。分類別の出現種数を

みると、貝類が6種、甲殻類が26種、昆虫類が2種であり、甲殻類が出現種類数の約76％を占めて

いた。 

No. 綱 目 科 種類
1 硬骨魚 ﾄｹﾞｳｵ ﾖｳｼﾞｳｵ ﾃﾝｸﾞﾖｳｼﾞ 1
2 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ 6
3 ｺﾎﾞﾗ 4
4 ﾎﾞﾗ科 50
5 ｽｽﾞｷ ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ ｱﾏﾐｲｼﾓﾁ 30
6 ｱｼﾞ ｷﾞﾝｶﾞﾒｱｼﾞ 1
7 ﾌｴﾀﾞｲ ｺﾞﾏﾌｴﾀﾞｲ 1
8 ｼﾏｲｻｷ ｺﾄﾋｷ 2
9 ｶﾜｱﾅｺﾞ ﾁﾁﾌﾞﾓﾄﾞｷ 10

10 ｵｶﾒﾊｾﾞ 1
11 ﾊｾﾞ ﾐﾅﾐﾋﾒﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ Ⅱ NT 2
12 ｲｽﾞﾐﾊｾﾞ 2
13 ｽﾅｺﾞﾊｾﾞ 1
14 ﾐﾂﾎﾞｼｺﾞﾏﾊｾﾞ >100
15 ﾐﾅﾐﾄﾋﾞﾊｾﾞ 10
16 ﾋﾄﾐﾊｾﾞ 2
17 ﾋﾅﾊｾﾞ 20
18 ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ 3
19 ﾅｶﾞﾉｺﾞﾘ 11
20 ｸﾛﾎｼﾏﾝｼﾞｭｳﾀﾞｲ ｸﾛﾎｼﾏﾝｼﾞｭｳﾀﾞｲ 4
21 ｶﾏｽ ｵﾆｶﾏｽ 2

ｶﾆｶｺﾞ
重要種の指定状況

投網
タモ網・目視

水路 河岸
天然

記念物
環境省
(2015)

沖縄県
(2005)
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水路内で最も個体数が多く確認された種はスネナガエビであり、支川と本川が合流する地点におい

て、流れの緩やかな場所で多数の個体が確認された。また、オオテナガエビは感潮域に生息するテナ

ガエビ類であり、流れの穏やかな場所で確認された。 

重要種については、ツバサカノコ、フリソデカノコ、ベッコウフネアマガイ、カタシイノミミミガ

イ、オオテナガエビ、アゴヒロカワガニ、トゲアシヒライソガニモドキ、ヒメアシハラガニモドキ、

ミゾテアシハラガニ、カワスナガニの計10種が確認された。 

 

表1.1.1.6-3 出現種一覧(底生動物) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(オオテナガエビ)                                      (フタバカクガニ) 

№ 綱 目 科 種類
1 腹足 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ﾄﾞﾝｸﾞﾘｶﾉｺ 4
2 ﾂﾊﾞｻｶﾉｺ NT Ⅱ 1
3 ｲｼﾏｷｶﾞｲ 4
4 ﾌﾘｿﾃﾞｶﾉｺ NT 1
5 ﾌﾈｱﾏｶﾞｲ ﾍﾞｯｺｳﾌﾈｱﾏｶﾞｲ NT DD 2
6 基眼 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ｶﾀｼｲﾉﾐﾐﾐｶﾞｲ NT 1
7 軟甲綱 ｴﾋﾞ ﾇﾏｴﾋﾞ ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ 4
8 ﾋﾒﾇﾏｴﾋﾞ 5
9 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ｽﾈﾅｶﾞｴﾋﾞ >100

10 ﾕﾋﾞﾅｶﾞｽｼﾞｴﾋﾞ（ﾌﾄﾕﾋﾞｽｼﾞｴﾋﾞ） 4
11 ｵｵﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ NT 50
12 ﾐﾅﾐﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ 5
13 ｵｷﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺ ｵｷﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺ 1
14 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ｱﾐﾒﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ 1 1
15 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ ﾀｲﾜﾝﾋﾗｲｿﾓﾄﾞｷ 15
16 ｱｺﾞﾋﾛｶﾜｶﾞﾆ NT 2
17 ﾄｹﾞｱｼﾋﾗｲｿｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ Ⅱ 5
18 ｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 2
19 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 20
20 ﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 30
21 ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ >100
22 ｷﾉﾎﾞﾘﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 1
23 ﾋﾒｱｼﾊﾗｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ NT 8
24 ﾐﾅﾐｱｼﾊﾗｶﾞﾆ(ﾘｰﾁｱｼﾊﾗｶﾞﾆ) 15
25 ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ 2
26 ﾐｿﾞﾃｱｼﾊﾗｶﾞﾆ NT 1
27 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 4
28 ｽﾅｶﾞﾆ ﾔｴﾔﾏｼｵﾏﾈｷ 1
29 ﾍﾞﾆｼｵﾏﾈｷ 10
30 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ 10
31 ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ 30
32 ｶﾜｽﾅｶﾞﾆ NT NT 21
33 昆虫 ｶﾒﾑｼ ﾐｽﾞｶﾒﾑｼ ﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞｶﾒﾑｼ 1
34 ｱﾒﾝﾎﾞ ｱﾏﾐｱﾒﾝﾎﾞ 11

重要種の指定状況

天然
記念物

沖縄県
(2005)

環境省
(2015)

ｶﾆｶｺﾞ
水路 河岸

タモ網・目視

投網
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 3) 重要種の生息状況 

重要な種の確認位置を図1.1.1.6-4に示した。調査範囲内の環境としては、大きく瀬・淵・河岸

の3つの環境があり、それぞれの環境で確認した重要種の生息状況を以下に示した。 

瀬は調査範囲の両端にあり、ミナミヒメハゼやカワスナガニが確認された。このうち、ミナミヒ

メハゼは、瀬のみで確認されており、瀬の砂礫底に生息していた。カワスナガニは石下で確認した。 

淵は、上流の左岸側ではベッコウフネアマガイを確認した。確認地点は水深約50cmの淵であり、

本種は沈木に付着していた。この付近ではオオテナガエビやトゲアシヒライソガニが生息していた。

また、左岸側より支川の流入があり、支川の流れ込み付近では、オオテナガエビ、アゴヒロカワガ

ニ、トゲアシヒライソガニが確認された。この地点より下流では流心が右岸側へ移動するため、左

岸は浅い水際が広がり、カワスナガニが水際の転石下に広い範囲で生息していた。右岸側は水深

30cm前後の浅い淵（淀み）が広がっており、河岸にオオテナガエビが広い範囲に分布していたほか、

一部の溜まりに石や沈木に付着するツバサカノコやフリソデカノコがみられた。オオテナガエビは、

河岸の陸上植物が繁茂し、水面を覆う付近で多く確認された。 

河岸では、右岸側は草本類が覆っているが、左岸側では一部で剥き出しの堅土がみられ、ヒメア

シハラガニモドキやミゾテアシハラガニが確認された。また、やや高い位置にオカミミガイ類であ

るカタシイノミミミガイが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1.1.6-4 重要種の確認位置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(上流側左岸の淵:ベッコウフネアマガイ等が沈木に付着)   (下流側の瀬から上流方向。左岸ではオオテナガエビ等が生息) 
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20 
5

5 
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凡例) 

魚類 

ミナミヒメミミズハゼ 

貝類 

ツバサカノコ 

フリソデカノコ 

ベッコウフネアマガイ 

カタシイノミミミガイ 

甲殻類 

オオテナガエビ 

アゴヒロカワガニ 

トゲアシヒライソモドキ 

ヒメアシハラガニモドキ 

ミゾテアシハラガニ 

カワスナガニ 

注)図中の数字は確認個体数を示す(1は省略)。

調査範囲 

5

2

3

2
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 4) 生物分布状況 

調査結果を元に、調査地点の主な生物分布状況を模式化したものを図1.1.1.6-5に示した。 

ワンド創出予定地の右岸側では、河岸にイネ科等の草本類が繁茂しており、動物では主にフタバ

カクガニやユビアカベンケイガニ等のベンケイガニ類が生息していた。ワンド創出予定地近傍の水

際は、所々に水深30cm程度の浅い淵 (淀み) があり、ボラ類等の遊泳魚がみられるが、水深が浅

いため上流あるいは下流側へと移動している個体が多く、生息場としての利用ではなく、移動場と

して利用していると考えられる。また、陸上植物が水面を覆う付近は、ヌマエビ類やオオテナガエ

ビ類が生息していた。なお、ワンド創出予定地及びその周辺では、マングローブを構成するヒルギ

類の生息は確認されていない。 

左岸側では、舗装道路脇にモクマオウやアダン等の中～低木がみられ、草本類としてセンダング

サ類やイネ科植物が繁茂していた。河岸において、地盤の高い場所では、主にフタバカクガニやク

ロベンケイガニ等のベンケイガニ類、ベニシオマネキ等のシオマネキ類がみられた。それより地盤

が低い場所においては、僅かに砂泥の地点ではツノメチゴガニが生息していたほか、その水際では

ミナミトビハゼ等も生息していた。河川中央付近から左岸側は干潮時に干上がっているが、この範

囲にはほとんど生物が生息していない。これは、河床の転石が流入する赤土により埋もれて沈み石

になっているなど、生物の生息環境として不適であるためと考えられる。左岸側の水際は、水深数

cmと浅いため、主に転石下にカワスナガニ等の小型甲殻類が生息していた。なお、左岸側では、マ

ングローブを構成するヒルギ類の生息は確認されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1.1.6-5 生物分布状況模式図 
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1.1.2 自然環境上の問題点・課題の整理 

実施計画段階調査の結果や平成 27 年度に策定した全体構想及び実施計画骨子案を基に慶

佐次川下流域における自然環境上の問題点・課題を整理し、実施計画に反映させた。 

 

(1) 河道の単調化 

 慶佐次川下流域は以前に比べ直線的で流れの早瀬や淵のない単調な河道となっている。 

 

下流域（港原周辺）における河道の変遷（昭和 22 年 → 平成 23年） 

 昭和 55 年頃に行われた

河道付け替え工事により、

河道が右岸側にすりつけ

られた。河道左岸部にはコ

ンクリート護岸が整備さ

れ、畑地の造成が行われ

た。 

 

 

 

 

 
参考資料：国土地理院 地図・空

中写真閲覧サービス。昭和 22

年、平成 23年航空写真 

 

：流下方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-慶佐次川下流域の河道の状況（干潮時） 
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(2) 赤土砂の堆積による生息環境

慶佐次川下流域における赤土等

なり、河床への土砂の堆積が確認

息環境となる浮き石がほとんどみ

 また、土砂の堆積により淵など

め、ボラ等の魚類は留まることが

 

写真 - 沈み石の

右図の引用

 

 

(3) 生物相の貧弱化 

河川下流域における過去の生物

うに慶佐次川下流域の河川環境は

虫類等の水生動物の生息環境が失

察される。ワークショップでの地

エビがたくさん採れ、ボラもたく

そのため、慶佐次川下流域の自

物の多様な生息空間を再生するこ

 

境の消失 

等懸濁物質含量（SPRS）はランクⅢに該当する

認された。そのため、河床には沈み石が多く、水

みられなかった。 

どの深みもみられず、干潮時には全体的に水深が

できず、生息場として利用できていなかった。

の様子 （生息環境となる間隙が少ない） 

用：国土交通省天竜川上流河川事務所 HP 

物データがないため比較はできないが、(1)～(2

は劣化しており、それに伴い、魚類や甲殻類、貝

失われ、水生生物相は過去に比べ貧弱になってい

地域住民からのヒアリングでは、下流域の港原周

さんみることができたとの証言もある。 

然環境再生のためには、単調な河川環境を改善

とが必要と考えられた。 

53.8kg/m3 と

水生動物の生

が浅くなるた

。 

 

 

2)で示したよ

貝類、水生昆

いるものと推

周辺には、昔

善し、水生生
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